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NY マーケットレポート（2016 年 12 月 5 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米 ISM 非製造業景況指数が市場予想を上回り、2015 年 10 月以来の高水準となったことや、米労働市場

状況指数が、マイナス予想に反してプラスに改善したことを受けて、米景気が堅調に回復しているとの見方が広がり、ドル買いが優勢

となった。また、ダウ平均株価が最高値を更新する動きとなったことも加わり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、そ

の後米債券利回りが低下したことや、株価が上げ幅を縮小する動きとなったことから、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・ＮＹ連銀総裁 

 

・「金融政策は、時間とともに多少の引き締め望ましい」 

・「次期財務長官とは緊密に協力することになるだろう」 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月メキシコ総設備投資 0.7％（予想 0.7%・前回 1.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：25 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

 

・「2016 年下期の経済は、上期より強くなるもよう」 

・「ドルの強さは製造業への向かい風となっている」 

・「FOMC のインフレ目標は、達成に近づいている」 

 

・「失業率 4.6％は完全雇用にかなり近い」 

・「ドルはかなり長い間、非常に強い状況が続いている」 

・「トランプ次期政権の政策は経済を支援へ」 

 

・「FOMC は株式市場の水準や金融の安定を考慮」 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

3 

23：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月マークイット米国サービス業 PMI 54.6（予想 54.8・前回 54.7） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月米 ISM 非製造業景況指数 57.2（予想 55.5・前回 54.8） 

 

 

出所：Bloomberg 

 



 
                                           

4 

経済指標データ 

≪ISM 非製造業景況指数≫ 

       11 月・・10 月・・9月・・8月・・7月・・6月 

総合指数・・・57.2・・54.8・・57.1・・51.4・・55.5・・56.5 

景況指数・・・61.7・・57.7・・60.3・・51.8・・59.3・・59.5 

仕入価格・・・56.3・・56.6・・54.0・・51.8・・51.9・・55.5 

新規受注・・・57.0・・57.7・・60.0・・51.4・・60.3・・59.9 

雇用者数・・・58.2・・53.1・・57.2・・50.7・・51.4・・52.7 

 

11 月の米 ISM 非製造業景況指数は、市場予想の 55.4 を上回る 57.2 となり、前月の 54.8 からも上昇し、2015 年 10 月以来の高水準とな

った。景気指数は 61.7（前月 57.7）、雇用指数は 58.2（53.1）と共に昨年 10 月以来の高い水準、ただ、新規受注指数は 57.0（57.7）

に低下した。 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月米労働市場情勢指数 1.5（予想 -0.2・前回 1.4） 

前回発表の 0.7 から 1.4 に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

            11 月・・10 月・・ 9 月・・ 8 月・・ 7月・・ 6 月 

労働市場情勢指数・・・・1.5・・・1.4・・・0.1・・・0.0・・・1.7・・・0.3 

 

11 月の米労働市場状況指数は、マイナス予想に反して 1.5 となり、雇用の改善・悪化の境目になるゼロを上回った。 10 月は 0.7 から

1.4 に、9月は-0.1 から 0.1 に修正されるなど、6月分までそれぞれ上方修正された。 

 

 

0：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・ＮＹ連銀総裁 

 

・「債券市場の調整は、恐らく遅過ぎた可能性もある」 

・「賃金はもう少し上昇することが望ましい」 

・「経済への下向きリスクは、恐らく縮小したもよう」 
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≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、11 月の米 ISM 非製造業景況指数が市場予想を上回ったことで米景気が堅調に回復しているとの見方が

広がり、安全資産とされる米国債の売りが先行した。また、米国の株価上昇も投資家のリスク志向を強め、米国債の売りを促した。 

 

午前の利回りは、30 年債が 3.08％（前週末 3.07％）、10 年債が 2.42％（2.39％）、7年債が 2.21％（2.18％）、5年債が 1.86％（1.83％）、

3年債が 1.42％（1.39％）、2年債が 1.13％（1.11％）。 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

            12 月 2日・11 月 25 日・11月 18 日・11月 11 日・11 月 4日  

公的部門・・・・・・・・12116.9・・ 11971.8・・11828.8・・ 11650.9・・ 11482.6 

資産担保証券 ABS・・・・・ 225.2・・・222.6・・・ 219.5・・・ 214.9・・・ 212.9 

カバード債・・・・・・・ 2034.2・・・2022.0・・・2004.3・・・1995.2・・・1986.6 

（億ユーロ） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、イタリアの国民投票で憲法改正が否決され、レンツィ首相が辞意を表明したが、欧州経済全体への影響は限定的と受

け止められ、買いが優勢となった。   

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

4：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・「政府政策は、低金利体制に影響及ぼす可能性も」 

・「規制緩和、インフラ、税制は生産性上げる可能性も」 

・「政策金利は、引き続き異例の低水準を維持すると想定」 

・「セントルイス連銀モデルでは、2019 年まで 1回の利上げを示唆」 
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≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 1.30 ドル安の 1オンス＝1174.00 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、欧米の株価上昇で投資家にリスク志向が戻り、比較的安全な資産とされる金を売る動きが優勢となった。米経済指標が改善し、

今月の米追加利上げが意識されたことも圧迫要因となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.11 ドル高の 1バレル＝51.79 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC の原油減産合意で需給が引き締まるとの期待が引き続き材料視され、堅調な動きとなった。その後は協調減産を話し合

う OPEC 加盟国と非加盟国の閣僚会合を今週末に控えて様子見ムードも強まり、引けにかけて上げ幅を縮小した。一時、1バレル＝52.42

ドルまで上昇し、昨年 7月中旬以来約 1年 5ヵ月ぶりの高値水準となった。また、終値ベースでも約 1年 5ヵ月ぶりの高値となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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6：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁～記者団に 

 

・「12 月利上げは極めて妥当な選択肢」 

・「2017 年は 2％の GDP 伸び率を予想」 

・「FRB は来年のインフレ目標達成に向け順調」 

・「失業は現在の水準近辺にとどまると予想」 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、イタリアのレンツィ首相が辞意を表明したものの、欧州主要株価が堅調に推移したことを受けて、主要株価は堅調な動

きとなった。ダウ平均株価は序盤から堅調な動きとなり、一時前週末比 104 ドル高まで上昇し、最高値を更新する動きとなった。ただ、

その後は上げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標がいずれも市場予想を上回る結果となったことから、ドルは堅調な動きとなった。ただ、

その後は、米債券利回りが低下したことから、ドル売り・円買いが優勢となり、また株価が上げ幅を縮小する動きとなったことから、

ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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